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役目を終えた nonowa 制服が再び活躍します！ 

旧制服をリユース・リメイクで再利用 

 

  

 

 

 

 

JR 東日本グループの株式会社 JR 中央線コミュニティデザイン（本社:東京都小金井市/代表取締役社長:髙橋

好一）は、2021年 2月まで使用していた nonowaの旧制服をリユース・リメイクで再活用いたします。 

リユースとしては、一般社団法人わかちあいプロジェクト（所在：東京都江東区/代表:松木傑）様を通して、

南スーダンの方々にご利用いただきます。リメイクとしては、旧制服の生地を活用した雑貨等を作成し、nonowa

国立で行っている「もののわ」や「ものづくりのわ」などでの販売を行います。 

JR 中央線コミュニティデザインは、SDGs の実現を目指して、事業活動の中で社会課題や地域課題を解決す

る取り組みを、幅広く実施してまいります。 

2021年 2月まで使用していた旧 nonowa制服 

 

 

駅社員が着用する nonowa制服は、202１年３月１日に新制服へとリニューアルされまし

た。このたび、その際に着用を終了した旧制服を、廃棄するのではなく、活用できるジャケッ

ト、ズボン、シャツなどをリユース・リメイクすることで SDGsの達成に貢献します。 



■リユースとして活用                                         

 一般社団法人わかちあいプロジェクトが実施する発展途上国

の人々へ衣類を送る古着支援プロジェクトを通して、南スーダン

の方々へ、旧制服のうちまだ着用できるジャケット・ズボン・シ

ャツをお送りします。 

 お送りするのは、社員が自ら着用の可否を選別した約６００枚

に、倉庫に予備として保管していた約１，０００枚を合わせ、合

計約 1，６００枚となります。８月に横浜港から南スーダンに向

けて出発し、１１月頃に現地の方々の手に届く予定です※。 

※輸送調整中のため変更になる可能性があります。 

 

【一般社団法人わかちあいプロジェクトについて】 

 代表の松木傑氏（日本福音ルーテル聖パウロ教会牧師）が、発展途上国の産品を購入することでその国の人々

を知り支援するフェアトレードを目的に、1992 年 8 月に設立しました。フェアトレードのほか、1993 年以

降は古着支援プロジェクトも継続して実施しており、今回で 29回目となります。 

 

【南スーダンについて】 

 南スーダン共和国は、2011年にスーダン共和国から分離・独立してできた世界で最も新しい国で、エチオピ

アやウガンダ等に隣接しており、人口は約 1,100万人です。1956年にスーダン共和国としてイギリスから独

立して以降、内戦が絶え間なく続いており、多数の難民が困難な状況の中で生活しています。 

 

 

■リメイクして活用                                         

着用に堪えない旧制服約140枚については、障がい者支援施

設の皆さまが、その生地を使用し、日常で使える雑貨等へのリ

メイクを行います。リメイクしたものは、nonowa国立で行っ

ている有人改札での商品販売「もののわ」や、地域イベント

「ものづくりのわ」などの機会を通じて、10月以降、地域の皆

さまへ販売する予定です。 

 

【「もののわ」とは】 

JR中央線国立駅の改札口で「ここでしか手に入らない逸品」を

駅社員が販売する新しい形のお店です。 

 

【「ものづくりのわ」とは】 

普段何気なく使っているものも誰かの手仕事によってできていて、私たちの生活に繋がり、日常を豊かにして

くれる。そんな「ものづくりのわ」を広げていく不定期のイベントです。イベントでは、障がいのある作り手

が制作した、こだわりのハンドメイド雑貨などの販売のほか、ワークショップの開催も行っています。 

社内での制服選別の様子 

「もののわ」での販売の様子 
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